
 

令和６年度「志教育」実践事例                                   様式３  

宮城県古川高等学校 

 

志教育の 

視点 
かかわる ・ もとめる ・ はたす 

 

活動名  小学校との合同授業 

教科・領域等 英語 

活動学年等  １・２年生 

ねらい   昨年度、県教育委員会より志教育の「地区指定校」としての指定を受け、地区内の小中学校との連

携及び独自の志教育に係る取組の研究を行う一環として行った小学校との合同授業を、今年度も継

続した。ただし、今年度は「地域とともに魅力ある県立高等学校支援事業」および「発信型英語拠点

校事業地域連携」の一環として実施した。 

将来、教職への関心を持つ生徒が、小学校の授業の中で小学生と実際に接することにより、将来

の夢の実現のために、円滑なコミュニケーション能力の向上や職業観の涵養をねらいとしている。 

 

【実践内容】 

 

小学校との合同授業 

１）期 日   令和７年１月３０日（木）9:30～12:00（英語・学活） 

 ２）参加生徒  １・２年生６０名  ※希望者 

３）場 所   大崎市立古川第五小学校 

４）内 容   小学校の英語の授業において、授業者（小学校教諭）の進行のもと、児童１～２名につき本校生  

徒１名が対応し、ペアワーク等を行った。４校時目の時間帯に、小学生との交流会も行った。 

５）成果等   実施後の生徒アンケートでは、将来、教職についてのやりがいや今後の学校生活への意欲や心構

え、授業技術に関すること等、多様な感想があげられ、非常に有意義な時間となった。 

 

  

 


